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エグゼクティブサマリ
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l 移住に関⼼のある⼈は減少傾向。

l 地⽅移住に関⼼がある⼈は多拠点⽣活への関⼼も⾼い。

l 地⽅移住に関⼼が⾼いのは、23区在住、20代男性、世帯年収⾼め、帰省先あり、
⾝の回りに介護が必要な⽅あり。多拠点⽣活への関⼼が⾼い⼈も同じ属性。

l テレワーク・リモートワーク経験のある⼈は移住への関⼼が⾼い。

l 地⽅移住のみに関⼼のある⼈の候補地は東京圏（1都3県の郊外）よりも地⽅圏が⼈気。

l 多拠点⽣活のみに関⼼のある⼈の候補地は東京圏（1都3県の郊外）が⼈気。

l 地⽅移住をする上で最も重視することは物価･住居費、仕事、住宅の確保の順。

l 多拠点⽣活をする上で最も重視することは住宅の確保、治安、物価･住居費の順。
多拠点⽣活関⼼者には東京圏へ⽇帰りできることも重要。

l 移住先での働き⽅は勤務時間にとらわれない、起業したい、やりたい仕事をしたいの順。
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はじめに
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背景・⽬的
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l 新型コロナの影響で、テレワークが急速に普及するとともに、都市の「密」を敬
遠する⼈が増え、地⽅移住に拍⾞がかかる可能性がある。

l 実際に2020年8⽉から2021年3⽉までの東京都の⼈⼝は右肩下がりで推移し、
埼⽟県、千葉県、神奈川県も概ね同じ傾向を⽰している。

l 政府の推進する「まち・ひと・しごと創⽣基本⽅針2021」においても、新型コ
ロナの影響によるテレワークの増加や地⽅移住への関⼼の⾼まりを踏まえて、
地⽅移住の更なる推進を図るとしている。

l とはいえ、いわゆる「⽥舎暮らし」の傾向が強まるわけではなく、⽣活の利便性
を担保しながらも、東京のストレスやリスクを避けた暮らしを希求する＝地⽅都
市への移住や多拠点⽣活を考える⽣活者が増えるのではないかと推測する。

l アンケート調査によって⽣活者の移住に関する意識変化を明らかにする。

l 移住後の新⽣活⽀援や移住そのものが新たな事業機会の創出につながる可能性が⾼い
ため、移住に関する⽣活者の意識から移住促進のポイントを探る。

l 本調査は、2020年8⽉に実施した『地⽅移住/多拠点⽣活に向けての⽣活者理解』
調査の第2回調査となる。地⽅移住/多拠点⽣活に向けての⽣活者理解



アンケート調査仕様
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l 調査対象︓20〜59歳の男⼥

l 調査地域︓東京都、埼⽟県、千葉県、神奈川県

l 調査⽅法︓インターネットリサーチ

l 調査時期︓
予備調査 2021年3⽉12⽇〜17⽇
本調査 2021年3⽉22⽇〜26⽇

l 有効回答数︓
予備調査 16,609サンプル
2015年度の国勢調査に基づき、
⼀都三県の男⼥別⼈⼝動態に合わせ割付

本調査 5,325サンプル
予備調査で移住意向のあった回答者を対象に実施

l 設問数︓
予備調査 全25問
本調査 全20問

年代

居住エリア

20代
19.6％

30代
26.1%40代

31.0%

50代
23.3％

埼⽟県
19.4%

千葉県
16.2%

東京都
39.2%

神奈川県
25.1%

20代
20.7%

30代
25.9%40代

30.5%

50代
22.8%

（年代・居住エリア N=16,609）



移住関⼼者の数／移住への関⼼のきっかけ
コロナ禍が続く中でやや減少している
将来のライフプラン検討、現在の⽣活への疲れ、リモートワークの
普及がきっかけ
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移住への関⼼はコロナ禍が続く中でやや減少傾向にある
（本調査での「移住」は、地⽅移住と多拠点⽣活を合わせた総称）

※出典︓移住等の増加に向けた 広報戦略の⽴案・実施のための調査事業 報告書 N=10,000（内閣官房 まち・ひと・しごと創⽣本部事務局、2020年5⽉15⽇発⾏）
https://www.chisou.go.jp/sousei/pdf/ijuu_chousa_houkokusho_0515.pdf 8

移住への関⼼

(参考）
2020年2⽉

第1回調査
2020年8⽉

※ 第2回調査
2021年3⽉

関⼼あり
49.8%

関⼼あり
43.7% 関⼼あり

41.7%

Q．あなたは今東京圏（東京、千葉、埼⽟、神奈川）で暮らしていますが、地⽅（東京圏以外）や郊外（東京圏でも今住んでいるところよりも郊外）で
暮らすこと（移住）に関⼼はありますか。 （予備調査 第1回 N=14,470 第2回 N=16,609）※⼀都三県の⼈⼝分布に従う



9

2021年3⽉
41.7%

地⽅移住・多拠点⽣活のどちらにも関⼼
26.3% 

地⽅移住にのみ関⼼
11.1%
多拠点⽣活にのみ関⼼
4.4%

地⽅移住：東京圏（⼀都三県）以外の道府県への移住、および、
東京圏の中で今住んでいるところよりも郊外への移住

多拠点⽣活：いま住んでいるところ以外にも⽣活拠点を持つこと

移住の関⼼者の内訳

関⼼あり

関⼼なし
58.3%

第2回調査
2021年3⽉

地⽅移住に関⼼がある⼈は多拠点⽣活への関⼼も⾼い
関⼼ありの3つのカテゴリーは第１回に⽐べていずれも減少

27.3%

11.7%
4.7%

56.3%

第1回調査
2020年8⽉

2020年8⽉
43.7％

Q．あなたは今東京圏（東京、千葉、埼⽟、神奈川）で暮らしていますが、地⽅（東京圏以外）や郊外（東京圏でも今住んでい
るところよりも郊外）で暮らすこと（移住）に関⼼はありますか。
（予備調査 第1回 N=14,470 第2回 N=16,609）※ ⼀都三県の⼈⼝分布に従う
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性年代別の移住・多拠点⽣活への関⼼度

地⽅移住、多拠点⽣活共に年齢が若いほど関⼼が⾼い
同じ世代では⼥性よりも男性の⽅が関⼼が⾼い

Q．あなたは今東京圏（東京、千葉、埼⽟、神奈川）で暮らしていますが、地⽅（東京圏以外）や郊外（東京圏でも今住
んでいるところよりも郊外）で暮らすこと（移住、多拠点⽣活）に関⼼はありますか。 （予備調査 N=16,609）

24.9%

24.3%

26.3%

32.6%

29.5%

33.1%

37.5%

38.5%

27.8%

31.0%

36.8%

42.5%

34.9%

38.8%

43.2%

45.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

50代女性

40代女性

30代女性

20代女性

50代男性

40代男性

30代男性

20代男性

地方移住 多拠点生活

（N=1,770）

（N=2,203）

（N=2,605）

（N=1,947）

（N=1,676）

（N=2,467）

（N=1,846）

（N=2,095）



東京圏

26.7%

地方圏

28.4%

東京圏・地方圏

のどちらも候補

15.7％

まだ移住咲の候

補地は絞れてい

ない,29.2%

Q．地⽅移住、⼆拠点⽣活・多拠点⽣活に関⼼がある、気になっているとお答えの⽅へお伺いします。
現在、移住先、または、別の⽣活拠点の候補地・エリアとして考えている地域をお答えください。（１つ選択）

（予備調査 地⽅移住関⼼者 第1回 N=4,495、第２回調査 N=6,205）

東京圏︓⼀都三県（今住んでいるところより郊外）
地⽅圏︓東京圏（⼀都三県）以外の道府県
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第１回調査よりも東京圏（⼀都三県の郊外）を候補先と
する⼈が増え、地⽅圏を候補先とする⼈が減少

地⽅移住関⼼者の移住先候補

東京圏

24.4%

地方圏

30.0%
東京圏・地方圏

のどちらも候補, 
15.4%

まだ移住先の候

補地は絞れてい

ない,30.2%

第1回調査
2020年8⽉

第2回調査
2021年3⽉
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移住に関⼼をもったきっかけは、①将来のライフプラン、
②現在の⽣活への疲れ、③コロナ禍でのリモートワーク利⽤

移住に関⼼をもったきっかけ

（本調査 移住関⼼者 N=5,325）

11.9%

3.5%

13.5%

3.0%

2.4%

7.5%

5.1%

4.4%

3.8%

3.4%

3.0%

6.2%

6.5%

13.9%

14.6%

23.3%

27.8%

23.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

あてはまるものはない

その他

当初より地方や郊外での暮らしを希望していた

子どもの独立がきっかけ

昇進等、仕事の成果がきっかけ

子どもの成長がきっかけ

病気や怪我がきっかけ

子どもの誕生がきっかけ

転職活動がきっかけ

結婚がきっかけ

就職活動がきっかけ

帰省がきっかけ

友人が地方に移住して快適に暮らしているのを知った

移住の番組や記事等がきっかけ

旅行がきっかけ

現在の生活や仕事に疲れを感じたことがきっかけ

将来のライフプランを考えたことがきっかけ

新型コロナの影響でリモートワークが可能になった

Q．あなたが、移住を意識したきっかけはなんですか。あてはまるものをすべてお選びください。（複数選択可）
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地⽅移住、多拠点⽣活への関⼼度は⼦供のありなしで
⼤きな差はないが、⼦供のいない⽅がやや⾼い
地⽅移住への関⼼と⼦供有無の関係

Q．あなたの婚姻状況をお知らせください。（１つ選択）（予備調査 ⼦供あり N=6,071、⼦供なし N=10,538)
※ 「⼦供なし」には独⾝者の回答を含む

関⼼
あり
36.0%

関⼼
なし
64.0%

関⼼
あり
38.2%

関⼼
なし
61.8%

関⼼
あり
29.6%

関⼼
なし
70.4%

関⼼
あり
31.2%

関⼼
なし
68.8%

⼦供
あり

⼦供
あり

⼦供
なし

⼦供
なし

多拠点への関⼼と⼦供有無の関係



22.1%

29.2%

32.0%

27.9%

31.1%

33.4%

31.3%

25.8%

34.1%

36.0%

32.7%

37.1%

39.7%

41.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

子供（社会人）

子供（大学生・大学院生）

子供（短大・専門学校）

子供（高校生）

子供（中学生）

子供（小学生）

子供（未就学児）

地方移住 多拠点生活
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地⽅移住関⼼者の傾向として、⼦供と同居している世帯
では、⼦供が⼤きくなるにつれて移住への関⼼が低下する

移住への関⼼と同居している⼦供の関係

Q．現在、あなたと同居されている⽅をすべてお知らせください。（複数選択可）
（予備調査 ⼦供と同居している⽅ N=5,469)

（N=2,046）

（N=1,731）

（N=908）

（N=886）

（N=100）

（N=826）

（N=838）
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移住したい時期に、⼦供の就学を考慮するとの回答が７割、
考慮しないが３割と、⼦供の教育を考慮する⼈が多数

移住したい時期と⼦供の⼊学時期の関係

Q．あなたが仮に移住先で⼦育てをするとして、どのようなタイミングで移住を実現したいとお考えですか。あなたが
最も希望する移住のタイミングをひとつ選んでください。（１つ選択）（本調査 配偶者・パートナー、⼦供と同居し
ている⽅ N＝2,880）

0.7%

30.9%

31.0%

3.7%

8.3%

25.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

その他

移住の時期に子供の入学は考慮しない

子育てが終わったら移住したい

子供が高校入学前に移住したい

子供が中学校入学前に移住したい

子供が小学校入学前に移住したい

計68.5%
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第1回
(2020年8月）

第2回
(2021年3月）
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第1回調査から第2回調査までの約7ヶ⽉間で
リモートワーク利⽤経験率は微増

リモートワークの利⽤経験率

Q．あなたは、新型コロナウイルスの流⾏によって経験した働き⽅はありますか。
あてはまるものをすべてお答えください。（複数選択可）
（予備調査 お勤めの⽅ 第1回調査 N=9,876 第2回調査 N=10,939）
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リモートワークの⾃宅以外の実施場所の必要性は
第1回調査に⽐べて約6％減少

リモートワークの⾃宅以外の実施場所の必要性

Q．新型コロナウィルスの影響で、在宅勤務の割合が⼤きくなりがちですが、⾃宅以外の場所での
テレワーク・リモートワークの必要性を感じましたか。お気持ちに近いものをお答えください。
（予備調査 リモートワークの経験者 第1回調査 N=4,627 第2回調査 N=5,259）

強く感じる

21.6%

やや感じる

34.8%

どちらでもない

21.5%

あまり感じない

13.0%

全く感じない

9.1%

強く感じる

19.9%

やや感じる

30.7%
どちらでもない

22.1%

あまり感じない

15.8%

全く感じない
11.5%

第1回調査
2020年8⽉

第2回調査
2021年3⽉

必要性を感じる
50.6%

必要性を感じる
56.4%



地⽅移住関⼼者の⼈物像
関⼼が⾼いのは、東京23区在住、20代男性、世帯年収⾼め、
帰省先あり、⾝の回りに介護が必要な⽅あり

18
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地⽅移住への関⼼が⾼い属性／低い属性
（「地⽅移住への関⼼がある」の平均値は37.4％）

埼⽟県
千葉県
34.6%

50代⼥性
27.8%

800万円
未満
39.2%

要介護者
なし
34.3%

帰省先
なし
27.8%

東京23区在住

わからない/教えたくない
を除く

その他を除く

（予備調査 N=16,609）

各属性における地⽅移住への関⼼の割合

1

関⼼あり
40.5%

20代男性
2

世帯年収
800万円以上

3

帰省先あり
4

介護が
必要な⽅あり

5

関⼼あり
45.5%

関⼼あり
40.7%

関⼼あり
41.2%

関⼼あり
52.8%

関
⼼
が
⾼
い
属
性

／

関
⼼
が
低
い
属
性

埼⽟県と千葉県は同率



44.8 

37.4 

43.0 

49.3 

35.4 

33.9 

42.3 

42.7 

37.9 

48.7 

45.2 

36.0 

35.7 

38.5 

32.0 

37.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

営業職

事務職

総務・人事・経理職

企画・マーケティング職

経営者・会社役員

サービス職（販売・飲食など）

専門職（コンサルタント・士業・金融・不動産）

エンジニア（IT、製造、素材、化学、土木、建築等

生産技術・製造技術・品質管理関連職

クリエイティブ職（広告・出版関連）

Web・ゲーム関連職

交通・運輸関連職

医療・福祉・介護関連職

教育・保育関連職

農林水産関連職

公務員・団体職員

20

地⽅移住への関⼼が⾼い職業は
①企画・マーケティング職、②クリエイティブ職、
③Web･ゲーム関連職、④営業職

職業別の地⽅移住に対する関⼼の割合

（予備調査 お勤めの⽅ N=10,939）



17.8 

45.0 

49.0 

42.1 

48.9 

45.3 

48.6 

52.2 

47.9 

45.0 

57.8 

48.2 

41.0 

46.4 

45.9 

41.9 

42.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

あてはまるものはない

お参りできるお寺や神社がある

買物の途中でお店の人や他の客と会話を楽しめる

1人で自分だけの時間を楽しめる

平日の昼間から外でお酒を飲める

デートする場所がある

見とれてしまうような素敵な異性を見かける

刺激的で面白い人たちが集まるイベントがある

ためになるセミナーや市民講座が開催される

庶民的でうまい料理やお酒を出す店がある

地元で取れる食材や地ビールなどを出すお店がある

公園や路上で演奏やパフォーマンスする人を見かける

活気ある街の喧騒を感じられる

木陰で心地よい風を感じることのできる場所がある

緑や水に直接触れられる公園や水辺がある

通りから子供たちの遊ぶ声が聞こえる

家族と手を繋いで歩ける

地⽅移住関⼼者の暮らしたい街のイメージ
⾷⽂化が豊かで、地元の⼈と交流ができ、⾃由を感じる街

21

地⽅移住で暮らしたい街にあるコトや場所

Q．あなたが暮らしたいまちのイメージに、以下にあげるコトや場所は当てはまりますか。当てはまるものをすべてお選びください。
（複数選択可） （予備調査 地⽅移住関⼼者 N=6,205）



49.1%

51.2%

47.7%

45.7%

29.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

テレワーク・リモートワーク（100％）

テレワーク・リモートワーク（50％以上）

定期的にテレワーク・リモートワーク（出勤50％以上）

基本的に出勤（不定期ににテレワーク・リモートワーク）

通常の勤務形態のみ

テレワーク・リモートワークの経験が多いほど、
地⽅移住への関⼼が⾼い傾向がある

22

テレワーク実施度ごとの地⽅移住への関⼼度

Q．あなたは、新型コロナウイルスの流⾏によって経験した働き⽅はありますか。あてはまるものをすべてお答えください。
（複数選択可） （予備調査 お勤めの⽅ N=10,939）



多拠点⽣活関⼼者の⼈物像
関⼼が⾼いのは、東京23区在住、20代男性、世帯年収⾼め、
帰省先あり、⾝の回りに介護が必要な⽅あり

23



24

多拠点⽣活への関⼼が⾼い属性／低い属性
（「多拠点⽣活への関⼼がある」の平均値は30.7％）

千葉県
26.7%

40代⼥性
24.3%

800万円
未満
30.5%

要介護者
なし
27.3%

帰省先
なし
22.0%

東京23区在住

わからない/教えたくない
を除く

その他を除く

（予備調査 N=16,609）

各属性における多拠点⽣活への関⼼の割合

1

関⼼あり
35.0%

20代男性
2

世帯年収
800万円以上

3

帰省先あり
4 5

関⼼あり
38.5%

関⼼あり
37.4%

関⼼あり
34.2%

関⼼あり
47.3%

介護が
必要な⽅あり

関
⼼
が
⾼
い
属
性

／

関
⼼
が
低
い
属
性



41.3 
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41.4 

44.1 

38.3 

24.2 

40.6 

36.6 

29.3 

41.0 

32.9 

28.8 

25.3 

31.1 

20.0 

32.5 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

営業職

事務職

総務・人事・経理職

企画・マーケティング職

経営者・会社役員

サービス職（販売・飲食など）

専門職（コンサルタント・士業・金融・不動産）

エンジニア（IT、製造、素材、化学、土木、建築等）

生産技術・製造技術・品質管理関連職

クリエイティブ職（広告・出版関連）

Web・ゲーム関連職

交通・運輸関連職

医療・福祉・介護関連職

教育・保育関連職

農林水産関連職

公務員・団体職員

25

多拠点⽣活への関⼼が⾼い職業は
①企画・マーケティング職、②総務・⼈事・経理職
③営業職、④クリエイティブ職

職業別の多拠点⽣活に対する関⼼の割合

（予備調査 お勤めの⽅ N=10,939）



14.1 

37.0 

42.9 

34.5 

47.6 

39.1 

46.8 

52.7 

48.0 

37.6 

49.1 

47.4 

39.8 

37.0 

35.9 

34.0 

33.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

あてはまるものはない

お参りできるお寺や神社がある

買物の途中でお店の人や他の客と会話を楽しめる

1人で自分だけの時間を楽しめる

平日の昼間から外でお酒を飲める

デートする場所がある

見とれてしまうような素敵な異性を見かける

刺激的で面白い人たちが集まるイベントがある

ためになるセミナーや市民講座が開催される

庶民的でうまい料理やお酒を出す店がある

地元で取れる食材や地ビールなどを出すお店がある

公園や路上で演奏やパフォーマンスする人を見かける

活気ある街の喧騒を感じられる

木陰で心地よい風を感じることのできる場所がある

緑や水に直接触れられる公園や水辺がある

通りから子供たちの遊ぶ声が聞こえる

家族と手を繋いで歩ける

多拠点⽣活関⼼者の暮らしたい街のイメージ
⾷⽂化が豊かで、刺激があって、⾃由を感じる街を好む

26

多拠点⽣活で暮らしたいまちにあるコトや場所

Q．あなたが暮らしたいまちのイメージに、以下にあげるコトや場所は当てはまりますか。当てはまるものをすべてお選びください。
（複数選択可） （予備調査 多拠点⽣活関⼼者 N=5,090）



45.7%

46.9%

44.5%

40.1%

22.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

テレワーク・リモートワーク（100％）

テレワーク・リモートワーク（50％以上）

定期的にテレワーク・リモートワーク（出勤50％以上）

基本的に出勤（不定期ににテレワーク・リモートワーク）

通常の勤務形態のみ

テレワーク・リモートワークの経験が多いほど、
多拠点⽣活への関⼼が⾼い傾向がある

27
Q．あなたは、新型コロナウイルスの流⾏によって経験した働き⽅はありますか。あてはまるものをすべてお答えください。
（複数選択可） （予備調査 お勤めの⽅ N=10,939）

テレワーク実施度ごとの多拠点⽣活への関⼼度



移住先候補地
地⽅移住のみ関⼼者は東京圏以外の地⽅圏が⼈気
多拠点⽣活のみ関⼼者には東京圏が⼈気

28



Q．地⽅移住、⼆拠点⽣活・多拠点⽣活に関⼼がある、気になっているとお答えの⽅へお伺いします。
現在、移住先、または、別の⽣活拠点の候補地・エリアとして考えている地域をお答えください。（１つ選択）
（本調査 移住関⼼者 N=5,325）

東京圏︓⼀都三県（今住んでいるところより郊外）
地⽅圏︓東京圏（⼀都三県）以外の道府県

29

地⽅移住のみ関⼼者の移住先は東京圏以外の地⽅圏が優勢
多拠点⽣活のみ関⼼者の拠点候補先は東京圏が優勢

移住形態関⼼別の移住候補先

多拠点⽣活のみ関⼼あり
（525）

地⽅移住のみ関⼼あり
（1,423）

地⽅移住、多拠点⽣活の
どちらも関⼼あり
（3,377）

30.3%

28.6%

20.1%

22.7%

27.6%

34.3%

14.9%

17.6%

12.3%

32.2%

26.2%

33.3%

東京圏 地⽅圏 東京圏・地⽅圏の
どちらも候補

候補地の地域は
絞れていない

≒

＜
＜



30
Q．具体的な移住先の候補になっている都道府県名＋市町村名をお知らせください。（フリーアンサー）
（本調査 移住関⼼者5,325の回答で移住地名の記⼊のあった回答者実数 N=1,074(複数地名記載有)）

具体的な移住先候補地 上位20県

具体的な移住先候補地としては、静岡県、神奈川県、
⻑野県、千葉県、沖縄県、北海道の⼈気が⾼い
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⑨東京都
⑧埼⽟県
⑦福岡県
⑥北海道
⑤沖縄県
④千葉県
②⻑野県
②神奈川県
①静岡県
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東京圏
• 神奈川県（横浜、鎌倉、箱根など）
• 千葉県（千葉、館⼭、南房総など）
地⽅圏
• 静岡県（静岡、熱海、伊⾖など）
• ⻑野県（⻑野、軽井沢、松本など）
• 静岡県（静岡、熱海、伊⾖など）
• 沖縄県（那覇、⽯垣、宮古島など）
• 北海道（札幌、函館、旭川など）

Q．具体的な移住先の候補になっている都道府県名＋市町村名をお知らせください。（フリーアンサー）
（本調査 移住関⼼者 5,325の回答で移住地名の記⼊のあった回答者実数 N=1,074 (複数地名記載有)）

具体的な市町村名

移住先候補地の具体的な市町村には、
利便性の⾼い県庁所在地と共に観光地や保養地が選ばれている
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出典︓東京新聞（2021年1⽉31⽇付け朝刊）

2020年の東京都から近隣３県への転出者数

【参考】
総務省の報告によれば、2020年の東京都の⼈⼝移動は
「転⼊超過」だったが、全国で唯⼀前年⽐で転出者数が増加

東京都

埼⽟県

神奈川県

千葉県

7万4659⼈
（+1670⼈）

5万6186⼈
（+2416⼈）

9万1669⼈
（+5967⼈）

東京都からの転出者数総計
40万1805⼈(＋1万7938⼈)
内55％が近隣3県へ転出

近隣３県以外の
主たる転出先

(転出者1万⼈超)
⼤阪府
愛知県
北海道
福岡県
茨城県

※ （ ）内の数値は前年⽐



地⽅移住･多拠点⽣活をする上で重視すること
地⽅移住で最も重視することは物価･住居費、仕事、住宅の確保の順
多拠点⽣活で最も重視することは住宅の確保、治安、物価･住居費の順

33



34

地⽅移住をする上で重要なことは、物価･住居費、治安、
商業施設･買い物、医療･保険･福祉、交通、⾃然の順

（本調査 地⽅移住のみ関⼼者 N=1,423）

地⽅移住をする上で重要なこと

0.8%

15.2%

12.9%

33.2%

48.8%

25.5%

34.4%

19.3%

20.7%

11.3%

5.2%

56.7%

52.9%

34.0%

51.4%

48.9%

52.1%

43.6%

41.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

その他

文化的な生活

娯楽

公的な施設・サービス

自然

景観

人間関係

教育・子育て

地域のイメージ・評判

地域の発展・将来性

地域の伝統

物価・住居費

治安

防災

医療・保険・福祉

交通

商業施設・買い物

住宅の確保

仕事

Q．あなたにとって、移住先を考える上で重要と思うことは何ですか。最⼤10個までお答えください。（10個まで選択可）
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10.4%

1.4%

5.7%

4.4%
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⽂化的な⽣活

娯楽
公的な施設・サービス

⾃然
景観

⼈間関係
教育・⼦育て

地域のイメージ・評判
地域の発展・将来性

地域の伝統
治安
防災

医療・保険・福祉
物価・住居費

交通
商業施設・買い物

住宅の確保
仕事
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地⽅移住をする上で最も重視することは、物価･住居費、
仕事、住宅の確保、治安、⾃然、医療･保険･福祉の順

（本調査 地⽅移住のみ関⼼者 N=1,423）

地⽅移住をする上で最も重要なこと（1位）

Q．前問（重要点10個選択）でお答えの条件について、優先順位を1位から順にお答えください。（それぞれ1つずつ選択）
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多拠点⽣活をする上で重要なことは、治安、交通、
商業施設･買い物、物価･住居費、医療･保険･福祉、住宅の順

（本調査 多拠点⽣活のみ関⼼者 N=525）

多拠点⽣活をする上で重要なこと

1.3%

24.6%

18.1%

33.5%

40.2%

30.9%

32.8%

10.9%

19.2%

15.2%

5.5%

56.4%

35.6%

46.9%

49.7%

55.6%

55.0%

41.5%

34.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

その他

文化的な生活

娯楽

公的な施設・サービス

自然

景観

人間関係

教育・子育て

地域のイメージ・評判

地域の発展・将来性

地域の伝統

治安

防災

医療・保険・福祉

物価・住居費

交通

商業施設・買い物

住宅の確保

仕事

Q．あなたにとって、移住先を考える上で重要と思うことは何ですか。最⼤10個までお答えください。（10個まで選択可）
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多拠点⽣活をする上で最も重視することは、住宅の確保、
治安、物価･住居費、仕事、交通、⾃然の順

（本調査 多拠点⽣活のみ関⼼者 N=525）

多拠点⽣活をする上で最も重要なこと(1位）

Q．前問（重要点10個選択）でお答えの条件について、優先順位を1位から順にお答えください。（それぞれ1つずつ選択）
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地域の発展・将来性

地域の伝統
治安
防災

医療・保険・福祉
物価・住居費

交通
商業施設・買い物

住宅の確保
仕事



多拠点⽣活関⼼者は東京圏へ⽇帰りできることを重視

38

Q．あなたが、移住先での⽣活を考える上で、以下にあげることについてどう思いますか。
あてはまるものをそれぞれお答えください。（それぞれ1つずつ選択）
ー東京圏に⽇帰りできる
（本調査 移住関⼼者 N=5,325）

検討するためには
必須

東京圏へ⽇帰りできることの重要度

必須ではないが、
重視している

あまり気にしない/
あってもなくても良い

むしろあって
欲しくない

多拠点⽣活のみ関⼼あり
（525）

地⽅移住のみ関⼼あり
（1,423）

地⽅移住、多拠点⽣活の
どちらも関⼼あり

（3,377）

25.3%

15.9%

10.8%

31.4%

28.3%

20.8%

40.6%

52.3%

61.3%

2.7%

3.5%

7.1%



移住先での働き⽅･勤め先
移住先での働き⽅は、勤務時間にとらわれない、副業したい、
やりたい仕事をしたい

39
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移住先での働き⽅は、①勤務時間にとらわれない、
②副業したい、③やりたい仕事をしたい

移住先での働き⽅･勤め先

（本調査 お勤めの⽅ N=3,850）

4.3%

0.5%

24.0%

34.3%

14.5%

30.9%

13.7%

27.1%

39.9%

15.4%

16.3%

25.2%

9.8%

18.6%

19.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

移住後は仕事をするつもりはない

その他

パートナーも移住先で仕事ができること

可能であれば副業したい

起業（独⽴した農家を含む）したい

⼩さな会社でも良いのでやりたい仕事をしたい

なるべく⼤きな会社で働いて安定性を求めたい

労働時間を⼤幅に短縮したい

勤務時間にとらわれない仕事がしたい

地域社会の活性化に貢献する仕事がしたい

移住先の地域特⾊に関連した仕事がしたい

勤務先は変えてもいいが同じ業種で仕事がしたい

現在の勤務先が変わるのなら移住したくない

現在の勤務先は変えない（地⽅⽀店、リモート勤務等）

サテライトオフィス等の場所を問わない仕事がしたい



41

移住することへの不安や懸念等は、①公共交通機関、
②働き⼝、③⽥舎の⼈間関係

移住することへの不安や懸念、障壁

（本調査 移住関⼼者 N=5,325）

5.1
0.8

16.2
10.3

6.9
21.6

24.1
14.4

17.0
21.0

14.0
16.7

12.2
13.2

8.0
5.5

6.3
5.9

14.8
31.9

24.9
29.5

11.2
8.1

6.7
18.7

34.4
34.0

- 10.0 20.0 30.0 40.0

該当するものはない
その他

興味があるだけであって移住はしないと思う
突き詰めると実は移住する必要がない

⼦育て・⽂化等の⾏政サービスが低下する
思ったよりも⽣活コストが下がらなそう

移住に向けた資⾦がない
移住先に関する情報がない
移住後のイメージがわかない

どこから⼿を付けてよいのかわからない
治安が悪いこと

災害対策が不⼗分なこと
レジャー・娯楽施設が少ないこと
地域の⽂化や⾵習が異なること

都会で失敗したなどネガティブな噂がたつこと
地元で過去の⼈間関係に戻って⽣活すること

今の居住地での⼈間関係を維持したい
⼦供と同世代の家族がいるかどうか不安

周囲に相談できる⼈がいない
⽥舎の⼈間関係が不安

医療・福祉施設が少ないこと
⽇常⽣活が不便なこと
事務の仕事が少ない

移住先では専⾨性が⽣かせない
現在の仕事のやりがいが⾼い

移住先では求める給与⽔準にない
公共交通機関が不便なこと
働き⼝が⾒つからないこと



かなり⾼まる

20.9%

やや⾼まる

47.1%

変わらない

29.8%

むしろ下がる

2.1%
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第１回調査の時よりも、移住制度の導⼊で
勤務先へのエンゲージメントが⾼まるとの回答が増加

Q．現在の勤務先（企業や団体等）が、同じ雇⽤条件で移住を認める制度を導⼊した場合、あな
たの勤務先へのエンゲージメント（この会社で働こうという肯定的な気持ち）は⾼まりますか。
（１つ選択）（本調査 お勤めの⽅ 第１回 N=3,742 第２回 N=3,850)

移住制度導⼊で勤務先へのエンゲージメントが⾼まる

かなり⾼まる

23.5%

やや⾼まる

48.8%

変わらない

26.1%

むしろ下がる

1.6%

⾼まる
72.3%

⾼まる
68.0%

第1回調査
2020年8⽉

第2回調査
2021年3⽉
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まとめ
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移住のまとめ

l 過去の調査と⽐べて、移住関⼼者が減少傾
向にある。但し、リモートワーク経験者は
地⽅移住、多拠点⽣活のいずれに対しても
関⼼が⾼い。

l ⼦供と⼀緒に移住する場合、就学前の児童
を連れて⾏きたいとの意向が⾼い。

l 移住先候補地の具体的な市町村には、
利便性の⾼い県庁所在地と共に観光地や
保養地が選ばれている。

l 移住先での働き⽅は勤務時間にとらわれな
い、副業したい、やりたい仕事をしたい。
移住の障壁は交通、働き⼝、⼈間関係。

得られた知⾒ 移住促進の⽰唆

リモートワークの更なる普
及が移住促進につながる。

⾃治体による地元の観光名所
や⾃然環境、交通等の利便性
の積極的な発信が移住候補地
につながる。

リモートワーク促進、副業制
度導⼊、ジョブマッチングが、
移住検討の障壁を下げる。

豊かな⾃然環境や⼦供の楽
しめる施設・公園の充実が
家族での移住を促す。
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地⽅移住・多拠点⽣活のまとめ

l 地⽅移住･多拠点⽣活に関⼼が⾼いのは23区
在住、20代男性、世帯年収⾼め、帰省先あ
り、⾝の回りに介護が必要な⽅あり。

l 地⽅移住･多拠点⽣活共に暮らしたい街は、
⾷⽂化が豊かで、⼈との交流があり、⾃由
を感じる街。但し、地⽅移住関⼼者は東京
圏以外の地⽅圏が⼈気。多拠点⽣活関⼼者
は東京圏が⼈気。東京⽇帰りの要望も多い。

l 多拠点⽣活をする上で最も重要なことは住
宅の確保。

得られた知⾒ 地⽅移住･多拠点促進の⽰唆

23区在住、20代男性、⾼所
得等が主要顧客になり得る。
Uターン需要の増加も可能性
あり。

空き家*を活⽤する等の住居
の斡旋が、多拠点⽣活意向
者の誘致につながる。

⾃治体による地元の観光名所
や⾷⽂化、イベント、交通の
利便性等の積極的な発信が移
住候補地につながる。

＊総務省調査によれば、2018年の空き家率は
過去最⾼の13.6%となっており、今後も
増加が⽌まらない⾒込み
⾃治体にとって空き家対策は喫緊の課題
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本レポートに関するお問い合わせは以下より
お願いいたします。

https://www.kddi-research.jp/inquiry.html


